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Oracle Solaris 11.3 は世界でもっとも先進的なエンタープライ

ズ・オペレーティング・システムです。大規模なエンタープライズ・

クラウド環境を想定して設計されたセキュアな統合オープン・プ

ラットフォームであるため、一切妥協することなくミッション・ク

リティカルなエンタープライズ・アプリケーションを安全かつセ

キュアにデプロイできます。この OS により、今日のデータセンター

で必要とされるすべてのセキュリティ機能とコンプライアンス機

能が、OpenStack、ゼロ・オーバーヘッドの仮想化機能、迅速なア

プリケーション・デプロイ機能とともに、サポート対象となる 1つ

ののクラウド・プラットフォームに組み込まれます。 

 

業界をリードする世界トップ・レベルのセキュリティ 

Oracle Solarisには、業界標準かつ独自の OSセキュリティ機能、アンチマルウェ

ア機能、および低リスクのアプリケーション・デプロイメントとクラウド・イン

フラストラクチャに対応したコンプライアンス管理ツールが組み込まれていま

す。メモリ内に保持、ならびに処理中のデータは、ゼロ・オーバーヘッドの暗号

化テクノロジーで保護できます。 

 インフラストラクチャのセキュリティは、マルウェア対策機能を強化したハー

ドウェアで確保されますが、これには、独自のセキュリティ・メカニズムと業

界標準のセキュリティ制御機能を提供するオラクルのソフトウェア・イン・シ

リコン技術が利用されています。 

 Linux/x86プラットフォームと比較した場合、オラクルの SPARC M7 プロセッサ

では、Oracle Solarisの AES-CFB 暗号化アルゴリズムの実行速度が 4倍に、ま

た SHA512暗号化アルゴリズムの実行速度が 17.9倍に向上します。 

 Oracle Solaris コンプライアンス・ツールを使用することでコンプライアン

ス・レポートの生成が容易になります。組込み済みのセキュリティ・ポリシー

には、PCI-DSSとオラクル推奨構成が含まれています。 

 アプリケーション、ユーザー、仮想マシンを、一元化されたセキュリティ要件

に基づいてサンドボックス化する一方で、運用上の柔軟性と制御の一元化を目

的に、必要なアクセス権限は業務部門へ委譲します。 

 Oracle Database、Java Cryptography Extension(JCE)ミドルウェアのほか、

任意のアプリケーションでハードウェア暗号化を利用できます。 

Oracle Solarisでは、インフラストラクチャ・サービスの自動サンドボックス化、

実行可能な操作の制限、ハードウェア、ソフトウェア・インフラストラクチャ、

アプリケーションの各層での管理作業をシームレスに管理、委譲、記録すること

で、OpenStackのセキュリティを強化します。 

おもな機能  

Oracle Solaris は、効率的でセキュア、か

つ法令に準拠したクラウド環境の構築を

容易にする OS です。 

 OpenStack によるクラウドの一元管理 

 統合アーカイブにより、クラウド対応

のアプリケーション・プロビジョニン

グを数分で実行 

 Oracle Solaris ゾーンとカーネル・

ゾーンによる妥協のない仮想化 

 Elastic Virtual Switch を使ったアプ

リケーション主導のソフトウェア定義

ネットワーキング 

 コンプライアンスの監視とレポートの統合 
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Oracle Solarisにはデプロイメント・ワークフローが統合されているため、最初

からビジネスのセキュリティとコンプライアンスを確保できます。アプリケー

ション環境の開発とテストが完了し、動作が保証されたら、Oracle Solaris の不

変ゾーンを使用して、本番使用のために環境をセキュアにデプロイしてロック・

ダウンできます。これにより、アプリケーションが危険にさらされることがなく

なり、コンプライアンスが常に確保されます。これは、数千台の仮想マシン（VM）

をクラウド環境にデプロイする場合に極めて重要です。 

 

パフォーマンスの高度化、仮想化の高密度化 

Oracle Solaris 11 が実現する仮想化に妥協はありません。そのため、仮想環境

でもベアメタル環境で実行しているかのように、パフォーマンスを犠牲にせずに

エンタープライズ・ワークロードを実行できます。Oracle Solaris ゾーンは、

緊密に統合された優れた仮想化機能を提供するテクノロジーとして、10年以上に

わたって本番環境で使用されてきました。これに対し、他の主要な仮想化テクノ

ロジー・ベンダーの製品では仮想化によるオーバーヘッドが 25%発生します。つ

まり、管理しなければならないシステムの数が増え、それにより待機時間が長く

なり、最終的にビジネスのコストも増えます。 

Oracle Solaris カーネル・ゾーンはゼロ・オーバーヘッドの仮想化を実現する

機能です。この機能によりゾーンごとに独自のカーネル・バージョンと独自の

パッチ・レベルを使用でき、ライブ・マイグレーションを安全に実行できるた

め、アプリケーション・ワークロードの柔軟性が向上します。Oracle Solaris 

ゾーン、Oracle VM Server for SPARC、およびオラクルのハイエンド・システ

ム・ポートフォリオの物理ドメインを組み合わせることで、管理効率の非常に

高い、あらゆるワークロードに適した機能豊富な環境を実現できます。また、

ほとんどのエンタープライズ・ソフトウェア・ベンダーが Oracle Solaris ゾー

ンと Oracle VM Server for SPARC の両方をライセンス境界として認めているた

め、コストを大幅に削減できます。 

 

エンタープライズ対応の OpenStack ディストリビューション 

OpenStack はクラウド管理インフラストラクチャを提供する広く支持されている

オープンソース・プロジェクトです。Oracle Solaris 11 には標準のサポート対

象プラットフォームの一部として、この OpenStack の完全なディストリビュー

ションが含まれています。Oracle Solaris 向けの Oracle OpenStack にはコア・

テクノロジー基盤がすべて統合されているため、データセンターのコンピュー

ティング・リソース、ストレージ・リソース、ネットワーク・リソースをWebベー

スの集中ポータルからシームレスかつエンタープライズ・クラスの操作性で管理

できます。また、数週間や数か月ではなく数分でサービスをセキュアに配信でき

るほか、OpenStackのベンダーニュートラルな APIを使用すれば、データセンター

内に混在する多種多様なハイパーバイザやインフラストラクチャを管理するこ

ともできます。 

 

アプリケーション主導の Software Defined Networking 

クラウド・コンピューティングの導入が進む中で企業が苦労しているのは、品質

保証契約（SLA）に使用している既存のサービス品質メトリックを変換し、統合

とマルチテナントの量が格段に増えていっそう複雑化した環境に適合させる作

業です。Oracle Solaris 11 には、Software Defined Networking（SDN）テクノ

ロジーが統合されているため、高価なネットワーク・ハードウェアを増やさずに

アプリケーションの機動性を大幅に向上させることができます。  

おもな利点 

 さまざまな機種が存在するデータセン

ター環境でのクラウド操作を簡素化 

 ソフトウェア・ライフサイクル全体に

最適化されたセキュアで機敏な、かつ

法令を遵守したアプリケーション・プ

ロビジョニング 

 ゼロ・オーバーヘッドの仮想化により、

ミッション・クリティカルなワーク

ロードを制約なしに実行 

 アプリケーション主導のリソース管理

による品質保証契約の維持 

 法令遵守のコストを削減 

 "Oracle on Oracle"テクノロジーでパ

フォーマンスと効率を最大化してコス

トを削減 
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Oracle Solaris 11には Elastic Virtual Switchが導入されているため、物理ネッ

トワーク・トポロジーを定義し直さなくても、完全分散システムや任意の地域全

域にアプリケーションを機敏に対応させることができます。VxLAN と集中型仮想

スイッチを使用すると物理ネットワーク・インフラストラクチャを完全に分離で

きるため、ハードウェア・コストが削減され、ネットワーク密度が向上し、リソー

スをより柔軟に管理できるようになります。 

Oracle Solaris 11では、このSDNの基本機能がアプリケーション・レイヤー（レ

イヤー7）にまで独自に拡張されており、すべての Javaベース・アプリケーショ

ンも対象になっています。そのために、アプリケーション主導でトラフィックに

独自の優先順位を付け、基盤のストレージまで一連のリソース・フローを通過さ

せることを可能にするAPIを公開する方法がとられています。この高度な機能に

より、リソース管理の自動化が実現し、クラウドの厳しい品質保証契約を満たす

ことが可能となります。 

 

データセンターの効率化とコスト削減 

Oracle Solaris、オラクルの SPARC ハードウェアおよびx86 ハードウェアの組み

合わせにより、データセンターの経済性が再定義され、大幅な IT コストの削減

とパフォーマンスの向上を実現しています。オラクルはソフトウェアとハード

ウェアの研究開発への投資を増やしてきました。これにより、オラクルの SPARC

プロセッサのパフォーマンスは世代ごとに2倍に向上し、過去最高のベンチマー

クを記録し、パフォーマンスに関して世界をリードしています。オラクルのソフ

トウェア・イン・シリコンという画期的なテクノロジーにより、アクセラレータ

をプロセッサに直接実装してIn-Memory Query Acceleration や Silicon Secured 

Memoryといった充実した機能を搭載したことで、このパフォーマンスの限界がさ

らに押し上げられました。この結果アプリケーションのスピードが増し、セキュ

リティが向上しました。企業は、オラクルの仮想化ソリューションから大きなメ

リットを享受しています。つまり、ほかの主要な仮想化ベンダーのソリューショ

ンで発生する仮想化のパフォーマンス低下に見舞われず、ライセンス・コストを

低く抑える一方で、システムあたりの仮想マシン密度を向上させることもできて

います。 

統合ライフサイクル管理テクノロジーを使用すれば、仮想化環境すべてを含め、

クラウドからファームウェアまでコマンド 1 つで更新が完了し、必要に応じて

フェイルセーフの完全ロールバックを実行することもできます。米国のある大手

金融機関では、Oracle Solarisソフトウェアのライフサイクル管理が全体的に簡

素化されたことで、管理者が管理できる仮想マシンの数が増加し、Linux ベース

の主要なプラットフォームの仮想マシンを管理する場合と比べ、効率が 16 倍に

向上しました。 

Oracle SolarisとSPARCベースのハードウェアを組み合わせると管理コストの削

減にも効果があり、Red Hat Enterprise Linux と x86ベースのシステムを使用す

る同等のソリューションと比べた場合は 3 年間のコストが 6 分の 1 になります。

アメリカの大手通信事業者でも、管理の改善によりコストが大幅に削減されたこ

とが確認されています。同社では、Oracle Solaris 11 のデプロイにより、従来

の x86の仮想化ソリューションと比べて、VMあたり 500米ドル以上もコストを削

減できました。こうしたメリットが得られるのも、オラクルがさまざまな改良を

加え、管理を簡素化し、コンプライアンスにかかるコストを解消し、ハードウェ

アの使用効率を向上させたためです。 

 

追加情報 

Oracle Solaris 11の詳細は、下記を参照してください。

http://www.oracle.com/jp/solaris/solaris11/overview/index.html 

関連製品 

Oracle Solaris との併用には次の製品を

お薦めします。 

 Oracle Solaris Cluster（高可用性を

提供） 

 Oracle Enterprise Manager Ops Center

管理スイート 
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